
農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、公表します。

１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域農業の現状及び課題

（２）　地域における農業の将来の在り方

２　農業上の利用が行われる農用地等の区域

（１）　地域の概要

ha

ha

ha

（２）農業上の利用が行われる農用地等の区域の考え方（範囲は、別添地図のとおり）

うち農業上の利用が行われる農用地等の区域の農用地等面積 118

（うち保全・管理等が行われる区域の農用地等面積）【任意記載事項】

農振農用地区域内の農地及びその周辺の農地を農業上の利用が行われる区域とし、その区域と住宅地又は林地との

間にある農地は保全・管理を行う区域とする。

注：区域内の農用地等面積は、農業委員会の農地台帳等の面積に基づき記載してください。

注１：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してください。

注２：「協議の結果を取りまとめた年月日」欄には、取りまとめが行われた協議の回数を記載してください。

・旧越名沼の水田は、数名で担っている。高齢化も進んでいる。

・近年は、河川改修で冠水被害は減少しているものの、旧越名沼の水田は水害に遭いやすい。・担い手の高齢化が進

んでいる。

・堀さらいはじめ、水路の維持管理が困難になってきている。

・農地中間管理を活用した農地の中心経営体への集積、集約化を進める

区域内の農用地等面積 118

地域名

（地域内農業集落名）

界地区

（越名町）

協議の結果を取りまとめた年月日
令和8年3月23日

（第２回）

参考様式第５－１号

佐農政発第１４号

令和8年4月1日

佐野市長　金　子　　裕

市町村名

(市町村コード)

佐野市

（09204）



３　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用を図るために必要な事項

以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組方針を記載してください）

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等 ⑧農業用施設 ⑨その他

【選択した上記の取組方針】

（４）多様な経営体の確保・育成の取組方針

地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

新たな担い手を７人加える。【R8.3.23追記】

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の活用方針

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ③スマート農業 ④輸出 ⑤果樹等

（３）基盤整備事業への取組方針

（１）農用地の集積、集約化の方針

地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

（２）農地中間管理機構の活用方針

農地中間管理を活用した農地の中心経営体への集積、集約化を進める



農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、公表します。

１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域農業の現状及び課題

（２）　地域における農業の将来の在り方

２　農業上の利用が行われる農用地等の区域

（１）　地域の概要

ha

ha

ha

（２）農業上の利用が行われる農用地等の区域の考え方（範囲は、別添地図のとおり）

うち農業上の利用が行われる農用地等の区域の農用地等面積 76

（うち保全・管理等が行われる区域の農用地等面積）【任意記載事項】

農振農用地区域内の農地及びその周辺の農地を農業上の利用が行われる区域とし、その区域と住宅地又は林地との

間にある農地は保全・管理を行う区域とする。

注：区域内の農用地等面積は、農業委員会の農地台帳等の面積に基づき記載してください。

注１：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してください。

注２：「協議の結果を取りまとめた年月日」欄には、取りまとめが行われた協議の回数を記載してください。

・担い手が少なく高齢化が進んでいる。 ・農地は小区画で道路幅も狭く、大型農業機械の活用がしずらい。

・堀さらいはじめ、水路の維持管理が困難になってきている。

・集約より個人での営農をみとめ、なるべく町内で農地を守りたい。

区域内の農用地等面積 76

地域名

（地域内農業集落名）

界地区

（高山町）

協議の結果を取りまとめた年月日
令和8年3月23日

（第２回）

参考様式第５－１号

佐農政発第１４号

令和8年4月1日

佐野市長　金　子　　裕

市町村名

(市町村コード)

佐野市

（09204）



３　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用を図るために必要な事項

以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組方針を記載してください）

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等 ⑧農業用施設 ⑨その他

【選択した上記の取組方針】

（４）多様な経営体の確保・育成の取組方針

集約より個人での営農をみとめ、なるべく町内で農地を守りたい。

新たな担い手を１人加える。【R8.3.23追記】

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の活用方針

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ③スマート農業 ④輸出 ⑤果樹等

（３）基盤整備事業への取組方針

（１）農用地の集積、集約化の方針

２０代は収益性の高いものをやっているが、将来的には複合経営を考えてもらう。４０代もいる。集約より個人での

営農をみとめ、なるべく町内で農地を守りたい。

（２）農地中間管理機構の活用方針

ある程度の大きさがある地域では畦畔除去などで区画を大きくし、農地中間管理機構を活用し、担い手への集積集

約を図る。



農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、公表します。

１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域農業の現状及び課題

（２）　地域における農業の将来の在り方

２　農業上の利用が行われる農用地等の区域

（１）　地域の概要

ha

ha

ha

（２）農業上の利用が行われる農用地等の区域の考え方（範囲は、別添地図のとおり）

参考様式第５－１号

佐農政発第１４号

令和8年4月1日

佐野市長　金　子　　裕

市町村名

(市町村コード)

佐野市

（09204）

地域名

（地域内農業集落名）

界地区

（馬門町）

協議の結果を取りまとめた年月日
令和8年3月23日

（第２回）

注１：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してください。

注２：「協議の結果を取りまとめた年月日」欄には、取りまとめが行われた協議の回数を記載してください。

・担い手が少なく高齢化が進んでいる。 ・農地は小区画で道路幅も狭く、大型農業機械の活用がしずらい。

・堀さらいはじめ、水路の維持管理が困難になってきている。

・集約より個人での営農をみとめ、なるべく町内で農地を守りたい。

区域内の農用地等面積 112

うち農業上の利用が行われる農用地等の区域の農用地等面積 112

（うち保全・管理等が行われる区域の農用地等面積）【任意記載事項】

農振農用地区域内の農地及びその周辺の農地を農業上の利用が行われる区域とし、その区域と住宅地又は林地との

間にある農地は保全・管理を行う区域とする。

注：区域内の農用地等面積は、農業委員会の農地台帳等の面積に基づき記載してください。



３　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用を図るために必要な事項

以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組方針を記載してください）

（３）基盤整備事業への取組方針

（１）農用地の集積、集約化の方針

２０代は収益性の高いものをやっているが、将来的には複合経営を考えてもらう。４０代もいる。集約より個人での

営農をみとめ、なるべく町内で農地を守りたい。小規模農家も含めて集約化を推進する。

（２）農地中間管理機構の活用方針

ある程度の大きさがある地域では畦畔除去などで区画を大きくし、農地中間管理機構を活用し、担い手への集積集

約を図る。

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ③スマート農業 ④輸出 ⑤果樹等

（４）多様な経営体の確保・育成の取組方針

集約より個人での営農をみとめ、なるべく町内で農地を守りたい。

新たな担い手を１人加える。【R8.3.23追記】

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の活用方針

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等 ⑧農業用施設 ⑨その他

【選択した上記の取組方針】



農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、公表します。

１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域農業の現状及び課題

（２）　地域における農業の将来の在り方

２　農業上の利用が行われる農用地等の区域

（１）　地域の概要

ha

ha

ha

（２）農業上の利用が行われる農用地等の区域の考え方（範囲は、別添地図のとおり）

うち農業上の利用が行われる農用地等の区域の農用地等面積 135

（うち保全・管理等が行われる区域の農用地等面積）【任意記載事項】

農振農用地区域内の農地及びその周辺の農地を農業上の利用が行われる区域とし、その区域と住宅地又は林地との

間にある農地は保全・管理を行う区域とする。

注：区域内の農用地等面積は、農業委員会の農地台帳等の面積に基づき記載してください。

注１：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してください。

注２：「協議の結果を取りまとめた年月日」欄には、取りまとめが行われた協議の回数を記載してください。

・担い手が少なく高齢化が進んでいる。地区の人口減少も大きい。・耕作放棄地も増え、ゴミの不法投棄が多い。

・農地は、小区画が多く道路幅も狭く、高低差もあるため、農業機械の活用がしずらい。

・堀さらいはじめ、水路の維持管理が困難になってきている。・山林が多く、鳥獣被害が多い。ヤマビルの被害もある。

・地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

・耕作放棄地を防ぐため、そばの作付け推進。

区域内の農用地等面積 135

地域名

（地域内農業集落名）

葛生地区

（柿平、水木、秋山）

協議の結果を取りまとめた年月日
令和8年3月23日

（第２回）

参考様式第５－１号

佐農政発第１４号

令和8年4月1日

佐野市長　金　子　　裕

市町村名

(市町村コード)

佐野市

（09204）



３　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用を図るために必要な事項

以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組方針を記載してください）

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等 ⑧農業用施設 ⑨その他

【選択した上記の取組方針】

（４）多様な経営体の確保・育成の取組方針

地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。耕作放棄地を防ぐため、そばの作付け

推進。

新たな担い手を１人加える。【R8.3.23追記】

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の活用方針

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ③スマート農業 ④輸出 ⑤果樹等

（３）基盤整備事業への取組方針

（１）農用地の集積、集約化の方針

地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

（２）農地中間管理機構の活用方針

農地中間管理を活用した農地の中心経営体への集積、集約化を進める



農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、公表します。

１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域農業の現状及び課題

（２）　地域における農業の将来の在り方

２　農業上の利用が行われる農用地等の区域

（１）　地域の概要

ha

ha

ha

（２）農業上の利用が行われる農用地等の区域の考え方（範囲は、別添地図のとおり）

うち農業上の利用が行われる農用地等の区域の農用地等面積 79

（うち保全・管理等が行われる区域の農用地等面積）【任意記載事項】

農振農用地区域内の農地及びその周辺の農地を農業上の利用が行われる区域とし、その区域と住宅地又は林地との

間にある農地は保全・管理を行う区域とする。

注：区域内の農用地等面積は、農業委員会の農地台帳等の面積に基づき記載してください。

注１：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してください。

注２：「協議の結果を取りまとめた年月日」欄には、取りまとめが行われた協議の回数を記載してください。

・担い手が少なく高齢化が進んでいる。地区の人口減少も大きい。

・耕作放棄地も増え、ゴミの不法投棄が多い。

・農地は、小区画が多く道路幅も狭く、高低差もあるため、農業機械の活用がしずらい。

・堀さらいはじめ、水路の維持管理が困難になってきている。・山林が多く、鳥獣被害が多い。ヤマビルの被害もある。

・集落営農組織の体質強化。

・地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

・耕作放棄地を防ぐため、そばの作付け推進。

区域内の農用地等面積 79

地域名

（地域内農業集落名）

葛生地区

（上仙波、中仙波）

協議の結果を取りまとめた年月日
令和8年3月23日

（第２回）

参考様式第５－１号

佐農政発第１４号

令和8年4月1日

佐野市長　金　子　　裕

市町村名

(市町村コード)

佐野市

（09204）



３　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用を図るために必要な事項

以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組方針を記載してください）

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等 ⑧農業用施設 ⑨その他

【選択した上記の取組方針】

（４）多様な経営体の確保・育成の取組方針

集落営農組織の体質強化。地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。耕作放棄地

を防ぐため、そばの作付け推進。

新たな担い手を１人加える。【R8.3.23追記】

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の活用方針

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ③スマート農業 ④輸出 ⑤果樹等

（３）基盤整備事業への取組方針

（１）農用地の集積、集約化の方針

集落営農組織の体質強化。地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

（２）農地中間管理機構の活用方針

農地中間管理を活用した農地の中心経営体への集積、集約化を進める



農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、公表します。

１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域農業の現状及び課題

（２）　地域における農業の将来の在り方

２　農業上の利用が行われる農用地等の区域

（１）　地域の概要

ha

ha

ha

（２）農業上の利用が行われる農用地等の区域の考え方（範囲は、別添地図のとおり）

参考様式第５－１号

佐農政発第１４号

令和8年4月1日

佐野市長　金　子　　裕

市町村名

(市町村コード)

佐野市

（09204）

地域名

（地域内農業集落名）

葛生地区

（鉢木、あくと、豊代）

協議の結果を取りまとめた年月日
令和8年3月23日

（第２回）

注１：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してください。

注２：「協議の結果を取りまとめた年月日」欄には、取りまとめが行われた協議の回数を記載してください。

・担い手が少なく高齢化が進んでいる。地区の人口減少も大きい。

・耕作放棄地も増え、ゴミの不法投棄が多い。

・農地は、小区画が多く道路幅も狭く、高低差もあるため、農業機械の活用がしずらい。

・堀さらいはじめ、水路の維持管理が困難になってきている。

・山林が多く、鳥獣被害（鹿、イノシシ）が多い。ヤマビルの被害もある。

・地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

・耕作放棄地を防ぐため、そばの作付け推進。

区域内の農用地等面積 93

うち農業上の利用が行われる農用地等の区域の農用地等面積 93

（うち保全・管理等が行われる区域の農用地等面積）【任意記載事項】

農振農用地区域内の農地及びその周辺の農地を農業上の利用が行われる区域とし、その区域と住宅地又は林地との

間にある農地は保全・管理を行う区域とする。

注：区域内の農用地等面積は、農業委員会の農地台帳等の面積に基づき記載してください。



３　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用を図るために必要な事項

以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組方針を記載してください）

（３）基盤整備事業への取組方針

（１）農用地の集積、集約化の方針

地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

（２）農地中間管理機構の活用方針

農地中間管理を活用した農地の中心経営体への集積、集約化を進める

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ③スマート農業 ④輸出 ⑤果樹等

（４）多様な経営体の確保・育成の取組方針

地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。耕作放棄地を防ぐため、そばの作付け

推進。

新たな担い手を１人加える。【R8.3.23追記】

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の活用方針

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等 ⑧農業用施設 ⑨その他

【選択した上記の取組方針】



農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、公表します。

１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域農業の現状及び課題

（２）　地域における農業の将来の在り方

２　農業上の利用が行われる農用地等の区域

（１）　地域の概要

ha

ha

ha

（２）農業上の利用が行われる農用地等の区域の考え方（範囲は、別添地図のとおり）

参考様式第５－１号

佐農政発第１４号

令和8年4月1日

佐野市長　金　子　　裕

市町村名

(市町村コード)

佐野市

（09204）

地域名

（地域内農業集落名）

葛生地区

（富士見、中の上、中の中、中の下）

協議の結果を取りまとめた年月日
令和8年3月23日

（第２回）

注１：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してください。

注２：「協議の結果を取りまとめた年月日」欄には、取りまとめが行われた協議の回数を記載してください。

・担い手が少なく高齢化が進んでいる。地区の人口減少も大きい。

・耕作放棄地も増え、ゴミの不法投棄が多い。

・農地は、小区画が多く道路幅も狭く、高低差もあるため、農業機械の活用がしずらい。

・堀さらいはじめ、水路の維持管理が困難になってきている。・山林が多く、鳥獣被害が多い。ヤマビルの被害もある。

・地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

・耕作放棄地を防ぐため、そばの作付け推進。

区域内の農用地等面積 63

うち農業上の利用が行われる農用地等の区域の農用地等面積 63

（うち保全・管理等が行われる区域の農用地等面積）【任意記載事項】

農振農用地区域内の農地及びその周辺の農地を農業上の利用が行われる区域とし、その区域と住宅地又は林地との

間にある農地は保全・管理を行う区域とする。

注：区域内の農用地等面積は、農業委員会の農地台帳等の面積に基づき記載してください。



３　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用を図るために必要な事項

以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組方針を記載してください）

（３）基盤整備事業への取組方針

（１）農用地の集積、集約化の方針

地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

（２）農地中間管理機構の活用方針

農地中間管理を活用した農地の中心経営体への集積、集約化を進める

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ③スマート農業 ④輸出 ⑤果樹等

（４）多様な経営体の確保・育成の取組方針

地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。耕作放棄地を防ぐため、そばの作付け

推進。

新たな担い手を１人加える。【R8.3.23追記】

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の活用方針

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等 ⑧農業用施設 ⑨その他

【選択した上記の取組方針】



農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、公表します。

１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域農業の現状及び課題

（２）　地域における農業の将来の在り方

２　農業上の利用が行われる農用地等の区域

（１）　地域の概要

ha

ha

ha

（２）農業上の利用が行われる農用地等の区域の考え方（範囲は、別添地図のとおり）

参考様式第５－１号

佐農政発第１４号

令和8年4月1日

佐野市長　金　子　　裕

市町村名

(市町村コード)

佐野市

（09204）

地域名

（地域内農業集落名）

旗川地区

（並木町（堀之内）、並木町（大門）、並木町（田中）、並木町（花岡）、並木町（小野，茂木）、並木町（中妻））

協議の結果を取りまとめた年月日
令和8年3月23日

（第２回）

注１：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してください。

注２：「協議の結果を取りまとめた年月日」欄には、取りまとめが行われた協議の回数を記載してください。

・担い手が少なく高齢化が進んでいる。・耕作放棄地が増え、ゴミの不法投棄が多い。

・農地は、小区画が多く道路幅も狭く、大型農業機械の活用がしずらい。

・堀さらいはじめ、水路の維持管理が困難になってきている。

・地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

・いちごなど施設野菜、ねぎ、かき菜など露地野菜の生産拡大を推進。

区域内の農用地等面積 124

うち農業上の利用が行われる農用地等の区域の農用地等面積 124

（うち保全・管理等が行われる区域の農用地等面積）【任意記載事項】

農振農用地区域内の農地及びその周辺の農地を農業上の利用が行われる区域とし、その区域と住宅地又は林地との

間にある農地は保全・管理を行う区域とする。

注：区域内の農用地等面積は、農業委員会の農地台帳等の面積に基づき記載してください。



３　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用を図るために必要な事項

以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組方針を記載してください）

（３）基盤整備事業への取組方針

（１）農用地の集積、集約化の方針

地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

（２）農地中間管理機構の活用方針

農地中間管理を活用した農地の中心経営体への集積、集約化を進める

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ③スマート農業 ④輸出 ⑤果樹等

（４）多様な経営体の確保・育成の取組方針

地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

新たな担い手を１人加える。【R8.3.23追記】

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の活用方針

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等 ⑧農業用施設 ⑨その他

【選択した上記の取組方針】



農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、公表します。

１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域農業の現状及び課題

（２）　地域における農業の将来の在り方

２　農業上の利用が行われる農用地等の区域

（１）　地域の概要

ha

ha

ha

（２）農業上の利用が行われる農用地等の区域の考え方（範囲は、別添地図のとおり）

参考様式第５－１号

佐農政発第１４号

令和8年4月1日

佐野市長　金　子　　裕

市町村名

(市町村コード)

佐野市

（09204）

地域名

（地域内農業集落名）

旗川地区

（免鳥町（新田）、免鳥町、免鳥町（市街道））

協議の結果を取りまとめた年月日
令和8年3月23日

（第２回）

注１：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してください。

注２：「協議の結果を取りまとめた年月日」欄には、取りまとめが行われた協議の回数を記載してください。

・担い手が少なく高齢化が進んでいる。・耕作放棄地が増え、ゴミの不法投棄が多い。

・農地は、小区画が多く道路幅も狭く、大型農業機械の活用がしずらい。

・堀さらいはじめ、水路の維持管理が困難になってきている。

地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

いちごなど施設野菜、かき菜など露地野菜の生産拡大を推進

区域内の農用地等面積 60

うち農業上の利用が行われる農用地等の区域の農用地等面積 60

（うち保全・管理等が行われる区域の農用地等面積）【任意記載事項】

農振農用地区域内の農地及びその周辺の農地を農業上の利用が行われる区域とし、その区域と住宅地又は林地との

間にある農地は保全・管理を行う区域とする。

注：区域内の農用地等面積は、農業委員会の農地台帳等の面積に基づき記載してください。



３　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用を図るために必要な事項

以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組方針を記載してください）

（３）基盤整備事業への取組方針

（１）農用地の集積、集約化の方針

地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

（２）農地中間管理機構の活用方針

農地中間管理を活用した農地の中心経営体への集積、集約化を進める

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ③スマート農業 ④輸出 ⑤果樹等

（４）多様な経営体の確保・育成の取組方針

地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

新たな担い手を２人加える。【R8.3.23追記】

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の活用方針

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等 ⑧農業用施設 ⑨その他

【選択した上記の取組方針】



農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、公表します。

１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域農業の現状及び課題

（２）　地域における農業の将来の在り方

２　農業上の利用が行われる農用地等の区域

（１）　地域の概要

ha

ha

ha

（２）農業上の利用が行われる農用地等の区域の考え方（範囲は、別添地図のとおり）

うち農業上の利用が行われる農用地等の区域の農用地等面積 123

（うち保全・管理等が行われる区域の農用地等面積）【任意記載事項】

農振農用地区域内の農地及びその周辺の農地を農業上の利用が行われる区域とし、その区域と住宅地又は林地との

間にある農地は保全・管理を行う区域とする。

注：区域内の農用地等面積は、農業委員会の農地台帳等の面積に基づき記載してください。

注１：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してください。

注２：「協議の結果を取りまとめた年月日」欄には、取りまとめが行われた協議の回数を記載してください。

・担い手が少なく高齢化が進んでいる。・農地は小区画で道路幅も狭く、大型農業機械の活用がしずらい。

・堀さらいはじめ、水路の維持管理が困難になってきている。・山林に隣接しており、近年鳥獣被害が増えてきている。

・道路沿いではゴミの不法投棄が多い。・作物に適した土壌ではない（粘土質）。

・水管の劣化により浄化槽の水が垂れ流されている。・イノシシ、鹿の獣害被害。

・地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

・中間貯水池の設置。

・作物の転作、草刈りの外部委託

区域内の農用地等面積 123

地域名

（地域内農業集落名）

犬伏地区

（関川町、韮川町、上富士、下富士、大栗町）

協議の結果を取りまとめた年月日
令和8年3月23日

（第２回）

参考様式第５－１号

佐農政発第１４号

令和8年4月1日

佐野市長　金　子　　裕

市町村名

(市町村コード)

佐野市

（09204）



３　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用を図るために必要な事項

以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組方針を記載してください）

・ネットを活用した人員募集

・U字溝の設置

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等 ⑧農業用施設 ⑨その他

【選択した上記の取組方針】

（４）多様な経営体の確保・育成の取組方針

地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

新たな担い手を２人加える。【R8.3.23追記】

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の活用方針

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ③スマート農業 ④輸出 ⑤果樹等

（３）基盤整備事業への取組方針

（１）農用地の集積、集約化の方針

地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

（２）農地中間管理機構の活用方針

農地中間管理を活用した農地の中心経営体への集積、集約化を進める



農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に基づき、公表します。

１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域農業の現状及び課題

（２）　地域における農業の将来の在り方

２　農業上の利用が行われる農用地等の区域

（１）　地域の概要

ha

ha

ha

（２）農業上の利用が行われる農用地等の区域の考え方（範囲は、別添地図のとおり）

参考様式第５－１号

佐農政発第１４号

令和8年4月1日

佐野市長　金　子　　裕

市町村名

(市町村コード)

佐野市

（09204）

地域名

（地域内農業集落名）

犬伏地区

（西浦町、鐙塚町、黒袴町、伊勢山町）

協議の結果を取りまとめた年月日
令和8年3月23日

（第２回）

注１：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してください。

注２：「協議の結果を取りまとめた年月日」欄には、取りまとめが行われた協議の回数を記載してください。

・担い手が少なく高齢化が進んでいる。・農地は小区画で道路幅も狭く、大型農業機械の活用がしずらい。

・堀さらいはじめ、水路の維持管理が困難になってきている。

・山林に隣接しており、近年鳥獣被害が増えてきている。・道路沿いでは、ゴミの不法投棄が多い。

・地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

区域内の農用地等面積 90

うち農業上の利用が行われる農用地等の区域の農用地等面積 90

（うち保全・管理等が行われる区域の農用地等面積）【任意記載事項】

農振農用地区域内の農地及びその周辺の農地を農業上の利用が行われる区域とし、その区域と住宅地又は林地との

間にある農地は保全・管理を行う区域とする。

注：区域内の農用地等面積は、農業委員会の農地台帳等の面積に基づき記載してください。



３　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用を図るために必要な事項

以下任意記載事項（地域の実情に応じて、必要な事項を選択し、取組方針を記載してください）

（３）基盤整備事業への取組方針

（１）農用地の集積、集約化の方針

地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

（２）農地中間管理機構の活用方針

農地中間管理を活用した農地の中心経営体への集積、集約化を進める

①鳥獣被害防止対策 ②有機・減農薬・減肥料 ③スマート農業 ④輸出 ⑤果樹等

3～5反の自己負担のない基盤整備

（４）多様な経営体の確保・育成の取組方針

地区の担い手の他、隣接する地区の担い手の入り作による地域農業の維持。

新たな担い手を５人加える。【R8.3.23追記】

（５）農業協同組合等の農業支援サービス事業者等への農作業委託の活用方針

⑥燃料・資源作物等 ⑦保全・管理等 ⑧農業用施設 ⑨その他

【選択した上記の取組方針】
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